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令和2年度の活動（報告）
• 異常気象分析検討会（会合）の開催
計３回（4月上旬、8月20日、3月11日）
その他顕著な天候の要因等に関する報道発表

» 「「令和2年7月豪雨」の特徴と関連する大気の流れについて」
（速報）（7月31日）

» 「令和２年12月中旬以降の大雪と低温の要因と今後の見通し」
（1月15日）

• 分析ツール（iTacs）の改良（2月）
インド洋ダイポールモード指数（DMI）を追加

• その他
平年値更新に向けた準備

» 新旧平年値の比較：長期予報研究連絡会で紹介
世界の異常気象に関する情報の発表

» 「中国長江中・下流域での大雨について」（7月8日）
異常気象分析検討会の任期満了
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[令和2年度] 会合の開催について

•第1回：2020年4月上旬（書面開催）
報道発表（4月14日）

「2020年冬の天候の特徴とその要因について」

•第2回：2020年8月20日（オンライン会合）
報道発表（8月20日）

「令和2年7月の記録的大雨や日照不足の特徴とそ
の要因について」

•第3回：2021年3月11日（オンライン会合）
今冬の大雪等特徴的な天候をもたらした要因

今年度の活動報告と来年度の活動計画

※第1回会合は、2020年3月に予定されていたもの。
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分析ツール（iTacs）の改良等

•インド洋ダイポールモード指数(DMI)の追加
iTacsへの追加（DMI, IOD監視海域（西極・東極）
の海面水温）

インド洋ダイポールモードに関するデータ・解
説をTCCHPに掲載（気象庁HPには昨年度掲載）

令和2年度第3回異常気象分析検討会 (2021/3/11) 4



分析検討会委員の任期満了について

•本年3月末：現委員の任期満了となります。
作業部会員も任期満了となります。

•次期委員及び作業部会員の任期：
本年4月～2023年（令和5年）3月

•現在委嘱手続きを進めています。
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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令和3年度の活動計画

•分析検討会（会合）の開催
来年3月頃（活動の振り返り/次年度計画の検
討）

異常気象発生時

•異常気象分析WEBの公開範囲の拡大

•平年値更新（本年5月）
新平年値期間：1991-2020年

• JRA-3Qの運用開始（来年度末を予定）
季節予報システム(CPS)も更新の予定
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平年値の更新

•平年値期間の変更
1981-2010年 → 1991-2020年

本年5月より新平年値に移行の予定
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分析WEBの公開範囲の拡大（背景）

• 異常気象分析WEBに掲載している資料について、
検討会関係者を含む専門家から、気候研究及び教
育活動で有用であるとの指摘を受けている。

• 異常気象の要因分析に必要な多くの知見及び技術
は、研究コミュニティによる継続的な研究及び教
育活動の実施と、それに基づく多くの研究成果に
支えられており、異常気象のメカニズム解明及び
それを通じた当庁の季節予報業務の高度化を更に
進めるには、研究コミュニティによる研究及び教
育活動において、更に多くの研究成果が創造され、
そのフィードバックを受ける必要がある。
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分析WEBの公開範囲の拡大（方針）

• 官学連携の強化による国内の研究コミュニティに
よる気候研究の更なる推進。創造された研究成果
に基づく、異常気象のメカニズム解明及びそれを
通じた当庁の季節予報業務の高度化を目的として、

•「異常気象分析ウェブ」の利用対象を検討会関係
者から拡大し、国内の気候研究及び教育活動に従
事するより幅広い専門家に、気候に関する専門的
資料の提供を行うこととする。

• 新たに追加する専門家は、検討会関係者の紹介に
基づく登録制により管理することとする。
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分析WEBの公開範囲の拡大（内容）

• 現在の異常気象分析Webを通じて気候情報課が検
討会関係者に提供している、異常気象の要因分析
に必要な専門的資料とする。

• なお、異常気象分析ツール（iTacs）については、
計算機資源の観点から利用者を拡充することは難
しいことから、引き続き検討会関係者のみの利用
とする。

•異常気象分析Webについて、検討会関係者のみが
利用できるページ（※）を新たに設ける。

（※）非公開の解析結果（研究途上のもの、分析途上のもの等）、
iTacs、委員により提供されたツールで非公開とされたもの、メー
リングリストやスケジュール等
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新たな分析WEBのイメージ
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公開ページ

委員専用ページ



今後のスケジュール案

2021年6月まで：

新たな分析Webと登録環境の整備

2021年7月以降：

検討会関係者からの推薦による登録と公開
の開始
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